




埼玉県獣医師会　令和 7年度
集合狂犬病予防注射実施者講習会開催のご案内（再掲）

� （公社）埼玉県獣医師会会長　中村　　滋
狂犬病予防委員会委員長　青山　利雄

　令和 7年度集合狂犬病予防注射の的確な実施に向け、「埼玉県獣医師会集合狂犬病予防注射実施要領及び
同細部要領」に基づき、「令和 7年度集合狂犬病予防注射実施者講習会」を下記のとおり開催します。
　昨年度に引き続き、さいたま市大宮区のレイボックホール（さいたま市民会館おおみや）大ホールで開催
します。令和₈年度集合狂犬病予防注射の実施を希望する先生におかれましては受講をお願いします。

１　日　時　令和 7 年12月11日（木）
　　　　　　受　付　午後 1時15分～
　　　　　　開　会　午後 1時45分
　　　　　　閉　会　午後 4時00分

₂　場　所　レイボックホール　 7 階　大ホール
　　　　　　（さいたま市民会館おおみや）
　　　　　　さいたま市大宮区大門町 2 -118
　　　　　　TEL：048-641-6131
　　　　　　（JR大宮駅下車　東口から徒歩 3分）

₃　講　演
　　　演　題：狂犬病について（仮題）
　　　講　師：西園　晃　先生（大分大学グローカル感染症研究センター長）

    4　その他
　　⑴　当日は時間厳守にてお願いします。
　　⑵�　会場の駐車場（有料）の収容台数は限られております。ご不便をお掛けしますが、周辺の有料駐車

場や公共交通機関のご利用をお願いします。
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第41回世界獣医師大会（2026東京大会）の開催について
　2024年 4 月16日に南アフリカで開催された世界獣医師会（WVA）総会において、日本獣医師会の藏内勇夫
会長が日本人初となる世界獣医師会次期会長に就任しました。
　藏内会長は、来年 4月に世界獣医師会と日本獣医師会の共催により、東京で開催される第41回世界獣医師
会大会（WVAC）で世界獣医師会会長に就任し、2年間会長を務めることになります。日本でのWVAC開催は、
1995年の横浜大会（第25回）以来、31年ぶり 2回目となります。
　なお、日本獣医師会獣医学術学会年次大会も同時開催されます。
　会員の皆様の参加をお願いします。

記

　1　開催日　令和 8年 4月21日（火）～ 4月24日（金）
　2　場　所　東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内 3 - 5 - 1 　JR線有楽町駅より徒歩 1分）
　3　参加費　
　　（1）当日登録：88,000円
　　（2）早　　割：70,400円（2026年 2 月末まで）
　　（3）超 早 割：52,800円（2026年 1 月末まで）
　　（4）地方獣医師会会員向け団体割引：26,400円（第1次受付けは2025年12月25日まで）
　　　　※　各地方会で10名単位で50％の団体割引（20名以上の場合は10名未満の端数も割引）

　地方獣医師会会員向け団体割引（26,400円）を申し込んだ会員に限り5,000円を補助します。

　申込方法
　　埼玉県獣医師会事務局に電子メールかFAX、電話で申込みをお願いします。（12月22日（月）最終期限）
　　※：申し込み10名以上で20名に満たなかった場合は先着順に10名の方のみ割引になります。
　　（この場合、割引きにならなかった方はキャンセル可能です。）
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第３回理事会
令和 7年10月22日（水）午後 1時30分から、埼玉県農業共済会館において次の事項を審議した。
１　報告事項
　(1)　前理事会後開催された委員会等に関する件
	 委員会等の概要について報告された。
　(2)　業務執行理事職務執行状況に関する件
	 業務執行理事からそれぞれの職務について執行状況が報告された。
２　決議事項
　第１号議案　令和 7年度新入・転入会員の承認に関する件
	 開業部会 3名、勤務部会 22 名の入会申込について審査のうえ承認した。
　第２号議案　令和 6年傷病野生鳥獣治療業務等経費の配分承認に関する件
　　　　　　�　令和 6年度傷病野生鳥獣治療業務及びアライグマ殺処分業務について、指定診療施設ごとの

配分額を承認した。
　第３号議案　役員の報酬に関する規程の改正に関する件
	 役員退任慰労金の廃止に伴い、役員の報酬に関する規程を改正することを承認した。
　第４号議案　役員報酬の支給に関する件
	 総会決定額以内で支給することを承認した。
３　協議事項
　ア　令和 7年度集合狂犬病予防注射実施者講習会に関する件
　イ　その他

会務報告
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新　入　会　員　紹　介
新入会員報告
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開業部会

支　部　名 氏　　　　　名 診　療　所　名

南 荒渡　暖仁 新座市・新座動物総合医療センター

南 川村　亜希子 草加市・鈴木獣医科医院

北 宮城　葉純 熊谷市・ぽむぽむ動物病院

勤務部会

支　部　名 氏　　　　　名 診　療　所　名

団　体 江藤　優里 久喜市・武蔵国どうぶつ医療センター
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埼玉県獣医師会学術講習会（さいたま市支部担当）のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小 2（ 4）　小 3（ 7）　小 3（ 8））

� さいたま市支部長　大澤　健
学術委員会委員長　山口　達也

さいたま市支部学術委員　滝沢　直樹

さいたま市支部では令和 8年 1月18日（日）にどうぶつの総合病院　専門医療＆救急センター 内科主任の佐
藤 雅彦先生をお招きして、「一次診療でよく遭遇する急性胃腸炎、膀胱炎への対応」と題してご講演をいただ
くことになりました。
多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　時：令和 8 年 1 月18日（日）
　　　　13：30～16：30

場　所：With You さいたま　視聴覚室
　　　　埼玉県さいたま市中央区新都心 2－ 2
　　　　ホテルブリランテ武蔵野　 4階

演　題：「一次診療でよく遭遇する急性胃腸炎、膀胱炎への対応」

講　師：どうぶつの総合病院　　
　　　　専門医療＆救急センター 内科主任　佐藤 雅彦 先生

参加費：埼玉県獣医師会会員　無料
　　　　会員以外の受講者　5,000円

予　　告

北与野駅 至赤羽

J
R
埼
京
線

J
R
埼
京
線

至
大
宮

至
大
宮

至大宮
至大宮

さい
た
ま

新
都
心
駅

国
道
17
号
線

J
R
東
北・上
越
新
幹
線

J
R
東
北・上
越
新
幹
線

J
R
宇
都
宮・高
崎
線

J
R
宇
都
宮・高
崎
線

J
R
京
浜
東
北
線

J
R
京
浜
東
北
線
至
浦
和

至
浦
和

さいたま
メディアウェーブ
（NTT東日本）

さいたま
メディアウェーブ
（NTT東日本） 合同庁舎

１号館
合同庁舎
１号館

合同庁舎
２号館
合同庁舎
２号館

明治安田生命
ランドアクシスタワー
明治安田生命
ランドアクシスタワー

NTTドコモ
さいたまビル
NTTドコモ
さいたまビル

旧中山道

西大通り

さいたまスーパー
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With You さいたま
埼玉県男女共同参画推進センター

（ホテルブリランテ武蔵野３・４F）
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北支部・しゃくなげ会合同研修会開催報告

講師を囲んで
　　　前列左から　柿沼清市先生（北支部）、山口達也北支部支部長、三浦亮太朗先生（講師）、大橋邦啓副会長、
　　　　　　　　　大倉一展先生（団体支部。しゃくなげ会埼玉県支部長）

ご講演いただく三浦亮太朗先生

北支部・しゃくなげ会埼玉県支部では令和 7年10月17
日（金）、酪農学園大学 獣医学群獣医学類生産動物内科准
教授 三浦亮太朗先生をお招きして合同研修会を対面講義
で開催しました。
「黒毛和種雌牛に対する繁殖診療での注意点」と題して、
牛の発情周期中の卵巣内構造物の動態、卵胞数に着目し
た発情周期予測などを多くのデータを示しながら講演し
ていただきました。また、同期化プログラムに対する考
え方や、長期不受胎牛に対する処置など、診療現場です
ぐ活用できる技術を学ぶことができました。

＜受講者内訳＞
出席者 さいたま市

支部
南支部 西支部 北支部 東支部 農林支部 団体支部 しゃくなげ

会員

30 名 0 名 0 名 0 名 7 名 0 名 7 名 12 名 4 名

� 北支部長　山口達也
北支部学術（産業動物担当）副委員　柿沼清市

しゃくなげ会埼玉県支部長　大倉一展

ひ ろ ば
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第21回岩槻やまぶきまつりで動物愛護などを啓発

清水勇人市長を囲んで
　　　左から　�加藤彰朗先生、岩槻分会分会長　川上顕先生、さいたま市支部副支部長　髙橋一成先生、
　　　　　　　清水勇人さいたま市長、さいたま市支部長　大澤健先生、建脇成行先生、齋藤将之先生、
　　　　　　　さいたま市支部副支部長　吉川康一先生

寄付金を東日本盲導犬協会に寄付 寄付金を日本聴導犬協会に寄付

� さいたま市支部  支部長　大澤　健
さいたま市支部　岩槻分会長　川上　顕

「第21回岩槻区民やまぶきまつり」が、商工業や農業、福祉、医療など多くの関連団体が参加して10月19日（日）
にさいたま市の岩槻文化公園で開催され、さいたま市支部もこのまつりに参加し、動物の福祉や愛護につい
て啓発活動を行いました。
さいたま市支部岩槻分会では、東日本盲導犬協会、日本聴導犬推進協会の協力を得て盲導犬・聴導犬によ
るデモンストレーションを開催するとともに、屋外のブースでは、さいたま市支部の先生方が盲導犬や聴導
犬の育成のための募金活動を行いました。募金いただいた皆様には、協賛企業からご提供いただいた品をプ
レゼントしながら、盲導犬・聴導犬の役割を分かりやすく説明するなどして働く犬たちへの理解を深めても
らいました。
募金の主旨を多くの皆様に御理解いただいた結果、総額142,063円を集めることができ、この思いの籠った
募金は後日、各協会に寄贈させていただきました。
また、会場には、「ふれあい移動動物園」も開設されたほか、放鷹実演や鷹匠体験、加藤牧場（入間市）のアイ
スクリームの販売も行われ、広いまつり会場は、5万3千人の来場者で一日、賑わいました。
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第13回岩槻鷹狩り行列開催される
令和 7年11月 3 日（月・文化の日）、さいたま市岩槻区で髙橋三男名誉会長が実行委員長として開催された
第13回岩槻鷹狩り行列において、大橋邦啓副会長（北支部）が率いる鷹匠たちが放鷹術を披露しました。
岩槻鷹狩り行列はさいたま市が主催し、徳川家康が鷹狩りで岩槻城を訪れて庶民の声を聴いたという言い
伝えが再現された行事です。13回目を迎え、今や20羽を超える鷹が集まる全国有数のイベントとなりました。
髙橋三男名誉会長は実行委員長として開会式で挨拶をし、（公社）埼玉県獣医師会が、家庭動物をはじめとす
る動物愛護はもとより、災害救助犬、盲導犬、聴導犬、警察犬、鳥類（鷹）による有害害獣駆除、良質な蛋白
源の供給など幅広い人と動物の共生を通じて社会貢献をしていることの重要性を訴えました。

左から　�髙橋三男名誉会長（実行委員長）、石橋美里
さん（佐賀県の女性鷹匠）、大橋邦啓副会長

（岩槻鷹匠会顧問）

放鷹術を披露する石橋美里さん

鷹匠による鷹と市民のふれあい体験

実行委員長挨拶をする髙橋三男名誉会長
前列左から　�岩谷 一弘春日部市長、伊藤仕さいたま市議会

議長、清水勇人さいたま市長、髙橋三男名
誉会長（実行委員長）、土屋品子衆議院議員

市民が手をつなげた輪をくぐらせる高度な放鷹術

市民から公募した徳川家康役などのキャストと記念撮影
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第161回埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペ報告
� （公社）埼玉県獣医師会ゴルフ同好会会長　長谷川繁雄

幹事　清水　章、渋谷正志

9月25日（木）、秋晴れの下、埼玉県獣医師会第161回ゴルフ同好会コンペが名門高麗川カントリーで開催さ
れました。当日は早朝スタートでしたが絶好のゴルフ日和となり、楽しい時間を過ごすことができました。

優　勝　　大野　秀樹先生（北支部）
準優勝　　高野辺智和さん（賛助会員）
三　位　　豊泉　正重先生（西支部）

　次回コンペ予定
　日時　12月25日（木）　9：00スタート
　場所　鴻巣カントリー

当ゴルフ同好会は和気あいあいと楽しい会です。
参加が久しい先生方や賛助会員の方、また、初めて参加の方も遠慮なくエントリーして下さい。
申し込みは同好会の方にお聞きください、お待ちしております。

左から　豊泉正重先生（西支部）、高野辺智和さん（賛助会員）、大野秀樹先生（北支部）、長谷川繁雄先生（東支部）
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境政人先生（団体支部）叙勲

中村嘉之先生（農林支部）埼玉県地方自治功労賞受賞

公衆衛生事業功労者表彰について

　団体支部の境政人（さかい　まさと）先生（71 歳、比企郡小川町在住）におかれ
ましては、令和 7年 11 月 3 日に発表された秋の叙勲におきまして、農林水産行政事
務功労により瑞宝小綬章を授与されました。
　境先生は北海道大学を卒業後、農林水産省に奉職され、畜水産安全管理課長、動物
医薬品検査所長などを歴任し、農林水産省消費・安全局消費・安全政策課長を最後に
農水省を退職されました。その後は日本獣医師会の専務理事として長く勤められ、退
任後は居住地である埼玉県獣医師会に入会していただきました。この度、長年の功績
が認められ、叙勲の栄に浴されました。まことにおめでとうございました。

　農林支部の中村嘉之（なかむら　よしゆき）先生（57 歳　埼玉県農業技術研究セ
ンター室長）におかれましては、地域を支える活動に功績のあった公務員らを顕彰す
る「第 54 回埼玉県地方自治功労賞」（埼玉新聞社主催）の県部門を受賞されました。
授賞式は 11 月 12 日、さいたま市のホテルブリランテ武蔵野で開催されました。
　中村先生は、画期的な豚の繁殖技術を開発した長年の功績が認められ受賞の栄に浴
されました。まことにおめでとうございました。

　第 69 回埼玉県公衆衛生事業功労者表彰式が 10 月 24 日、埼玉県庁第三庁舎において開催され、各分野にお
いて本県の公衆衛生を長年支えた方々の功績を称え、埼玉県知事表彰が授与されました。
　当会からは、開業部会各支部から推薦された以下の先生方が受賞されました。まことにおめでとうござい
ました。
　柏瀬　　匠先生（さいたま市支部）
　鶴岡　裕二先生（南支部）
　川口　　進先生（西支部）
　強谷　良子先生（北支部）
　戸谷　達彦先生（東支部）
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畜安第８９３－４号  
令和７年１０月２２日 

公益社団法人 埼玉県獣医師会 会長 中村 滋 様

埼玉県農林部畜産安全課長

渡辺 志保（公印省略）

高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認に伴う監視体制の強化 
について（通知） 

日頃から本県家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げま

す。

標記について、令和７年１０月２２日付け７消安第４３９３号により、農林水産

省消費・安全局長から別添のとおり通知がありました。

北海道白老町の採卵鶏飼養農場において、高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５亜型。

以下「本病」という。）の疑似患畜が確認され、さらに環境省による野鳥における

本病の監視では、１０月１５日に北海道で回収された死亡野鳥（オオタカ）から本

病ウイルス（Ｈ５Ｎ１亜型）が検出されています。

このことから、すでに環境中に広くウイルスが侵入しており、県内で本病が発生

してもおかしくないことを念頭に、発生予防を図る必要があります。

本病の防疫体制の徹底については、「宮城県栗原市で回収された死亡野鳥におけ

るＡ型鳥インフルエンザウイルス陽性事例の確認について」（令和７年９月１６日

付け畜安第５８７－４号畜産安全課長通知）によりお願いしているところではあり

ますが、本県では令和３年度以降４シーズン連続で本病が発生していることを踏ま

え、改めて、警戒を高める必要があります。 
ついては、貴会会員に周知のうえ、引き続き、地域一体となった防疫対策の徹底

をお願いします。 
 

担 当：家畜衛生担当 梅野 
電 話：０４８－８３０－４１７４ 

※別添省略
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畜安第９５０－４号 
令和７年１１月１７日 

 

公益社団法人 埼玉県獣医師会 

会長 中村 滋 様 

 

埼玉県農林部畜産安全課長 

渡辺 志保（公印省略） 

 

 

   高病原性鳥インフルエンザの発生状況を踏まえた防疫対策の再徹底 
   について（通知） 

 

 日頃から本県家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げま

す。 

 標記について、令和７年１１月１１日付け７消安第４７６０号により、農林水

産省消費・安全局長から通知がありました。 

 今シーズンは、１１月前半時点で既に４例発生していますが、これは過去最多

発生となった令和４年シーズンや昨シーズンと同じ状況です。また、新潟県のよ

うに野鳥で本病の感染が確認されていない地域でも、家きん飼養農場で発生が確

認されていることから、全国どこで発生してもおかしくない状況となっています。 

 今後、渡り鳥の全国への飛来が本格化し、全国的にさらに本病の発生リスクが

高まる状況にあっては、最大限の警戒が必要であることから、家きん飼養農場に

おける本病の発生防止を図るため、下記について貴会会員に周知いただき、地域

一体となった防疫対策の強化をお願いいたします。 

 
記 

１ 早期通報の徹底 
  本病が家きん飼養農場に侵入すると、農場内で急速にウイルスが増殖し、地

域における連続発生を招くおそれがある。これを防ぐには、家きん飼養農場か

らの早期通報が何においても重要であり、各農場において、飼養家きんに対す

る毎日の健康観察を徹底することに加えて、本病を疑う所見を確認した際に、

躊躇することなく直ちに家畜保健衛生所に通報すること。 
 
２ 再発・密集地域における再点検 
  今シーズン発生した４事例のうち、３事例が過去発生した農場での再発事例

であった。過去に発生があった農場及びその周辺農場については、本病が発生

しやすい環境要因が存在すること等により、他の地域と比較して発生リスクが

高いと考えられるとともに、家きん飼養農場が密集する地域においては、本病

が続発するリスクが高い。 
 こうした地域に所在する農場については、改めて発生リスクが高いことにつ

いて認識するとともに、野鳥の誘引を防止する対策を含め、飼養衛生管理基準

の遵守状況を再点検すること。 
 
 

担 当：家畜衛生担当 村田 
電 話：０４８－８３０－４１７５ 
メール：a4170-01@pref.saitama.lg.jp 
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畜安第９０２－３号

令和７年１０月２９日

公益社団法人 埼玉県獣医師会

会長 中村 滋 様

埼玉県農林部畜産安全課長

渡辺 志保（公印省略）

ＥＵ等向け輸出食肉製品、乳製品、殻付き卵及び卵製品のうち卵製品の原料卵

における使用禁止薬剤不使用の確認体制について（通知）

日頃から本県家畜衛生行政の推進につきまして、御理解、御協力を賜り厚くお礼申し上げ

ます。

標記について、令和７年１０月２２日付け７消安第４３０１号・７輸国第２７４５号・７

畜産第１７２２号により、農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課長、動物衛生課長、輸

出・国際局規制対策グループ長、畜産局食肉鶏卵課長から連名による通知がありました。

今般、ＥＵにおける動物用医薬品に関する規制のうち成長促進作用のあるホルモン剤の使

用規制に伴う輸入規制及び薬剤耐性対策強化のための輸入規制への対応として、「英国、欧州

連合、スイス、リヒテンシュタイン及びノルウェー向け輸出食肉製品、乳製品、殻付き卵及

び卵製品の取扱要綱」及び「英国、欧州連合、スイス、リヒテンシュタイン及びノルウェー

向け輸出食肉の取扱要綱」が改正されました。このことに伴い、ＥＵ等向け輸出乳製品の原

料乳、殻付き卵、卵製品の原料卵及び家きん肉を生産する農場登録等に当たっては、ＥＵ等

使用禁止薬剤について不使用の確認が要件に追加されました。

輸出卵製品の原料欄の生産農場における輸出要件の確認の具体的な取扱いは下記のとおり

となりましたので、御了知いただくとともに、貴会会員への周知をお願いいたします。

記

１ 生産農場登録時等のチェックリストの提出

ＥＵ等向け輸出卵製品の原料卵の生産農場は、生産農場登録時、登録後の立入検査時、

原料卵出荷時に、別添の様式例を参考に輸出要件に合致していることを確認し、根拠資料

を添えて家畜保健衛生所に提出する。

２ 成長促進目的の抗菌剤の不使用確認

ふ化してから原料卵を生産するまでの間に以下に掲げる薬剤を成長促進目的で使用した

家きんの卵は、２０２６年９月３日以降にＥＵ、スイス、リヒテンシュタイン及びノルウ

ェーを通関する卵製品の原料卵として使用することはできない。

また、２０２６年９月３日以前に生産農場登録をする場合であっても、採卵鶏の育雛期

間を考慮し、生産農場登録時等にこれらの薬剤の使用状況を確認する。
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なお、育雛を原料卵の生産農場で行っていない場合は、育雛農場から、育雛期に使用し

た全ての抗菌性物質の記録の提供を受け、当該薬剤を使用してないことの確認を行う。

・スルファキノキサリン

・アビラマイシン

・エンラマイシン

・ノシヘプタイド

・ビコザマイシン

・フラボフォスフォリポール

担 当：家畜衛生担当 宇賀神

電 話：０４８ ８３０ ４１７４

メール：
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ポイポイポイント 1ポイント 1 ポイポイポイント 2ポイント 2

獣医師
総合福祉生命共済事業

2026年度募集のご案内
病院開業会員・病院勤務会員および事務局専従役職員の方のみ加入いただける生命保険です

※ご加入のご検討に際しましては、獣医師総合福祉生命共済事業のパンフレットを必ずご確認ください。

公益社団法人 日本獣医師会 TEL 03-3475-1601 住友生命保険相互会社／ TEL 0120-357-224
お問い合わせ先

公益社団法人 日本獣医師会からのお知らせ
2026年度

まとまった人数で
加入することにより
掛金がお手頃！

配当金実績（負担保険料に対する過去3年の実績です）

※毎年収支計算を行い剰余金が生じた場合に配当金としてご加入の会員にお支払いいたします。
※配当金は支払時期の前年度決算により決定しますので、将来支払われる配当金額は現時点では
確定しておりません。また、支払保険金の多寡などにより配当金は大きく変動します。

2024年度 2023年度 2022年度

約17%約5% 約26%

ご加入の

チャンス
は

年1回！！

医師の診査は不要!
簡単な告知のみで
お申込み可能！

ポイポイポイント 3ポイント 3 ポイポイポイント 4ポイント 4
ご家族もご加入
いただけます！

剰余金があれば
配当金もお支払い
します！
※剰余金が発生した場合に限ります。

※ご本人の加入を条件に配偶者、
　お子さまもご加入いただけます。

保障内容と給付金額（1口100万円の加入例）

1口100万円単位で地方会一括加入事業と合算して15歳～65歳までは10口（死亡または高度障害保険金1,000万円）、66歳～
70歳までは5口（死亡または高度障害保険金500万円）まで加入できます。

支払
事由

病気による
死亡または高度障害

不慮の事故による
死亡または高度障害

不慮の事故による障害
（障害等級第1～6級）

不慮の事故による
入院（5日以上）

給付
金額 100万円 200万円 100万円～10万円 日額 1,500円

2026年1月22日 2026年4月1日申　込
締切日

保障
開始日

年払掛金表（1口100万円の掛金例）

年払掛金
（概算）

男性

女性

保険年齢

4,471円
15歳～35歳

3,900円

36歳～40歳

4,773円
4,377円

41歳～45歳

5,274円
4,645円

46歳～50歳

6,100円
5,250円

51歳～55歳

7,346円
5,972円

56歳～60歳

9,115円
6,717円

ぜ
ひ
、加
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
！

ＣＧ２０２５-0557

※記載の年齢は、保険年齢を使用しています。保険年齢は、更新日（2026年4月1日）現在の年齢を満年齢で計算し、1年未満の
端数について6か月を超えるものは切り上げて、6か月以下のものは切り捨てます。

獣医師総合福祉生命共済事業2026年度募集のご案内

　動物病院開業会員などが加入できる日本獣医師会の団体生命保険のご案内です。対象となる会員には住友
生命から直接資料が送付される場合がありますのでご承知おきください。
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7 日獣発第 247 号 

令和 7 年 11 月５日 

 

地方獣医師会会長 各位 

 

公益社団法人 日本獣医師会   

会 長  藏 内 勇 夫  

（公印及び契印の押印は省略） 

 

 

台湾におけるアフリカ豚熱の発生を踏まえた防疫対策の再徹底に

ついて 

 

 

このことについて、令和７年 10 月 28 日付け７消安第 4482 号をもって農林

水産省消費・安全局動物衛生課長から、別添のとおり通知がありました。 

本通知は、台湾において10月21日にアフリカ豚熱が発生したことを受けて、

各都道府県に対し、本病の発生予防及び円満なまん延防止対策の実施を指導す

るよう要請したものです。 

つきましては、貴会におかれては、このことを関係者への周知方、よろしく

お願いいたします。 

 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 日本獣医師会事務局（吉田） 

TEL:03-3475-1601  

Email:yoshida@nichiju.or.jp 

※別添省略
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7 日獣発第 254 号 

令和 7 年 11 月 13 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

   公益社団法人 日本獣医師会    長兼専務理事  境政 

公益社団法人 日本獣医師会         

                  会 長  藏 内 勇 夫  

（公印及び契印の押印は省略） 

 

労働安全衛生規則及び電離放射線障害防止規則の一部を
改正する省令等の施行等について（周知） 

 

 

このことについて、令和７年 11 月 10 日付け事務連絡をもって、農

林水産省消費・安全局畜水産安全管理課課長補佐より、別添のとおり

通知がありました。 

 本通知は、令和７年 10 月 29 日に公布され、同日から順次施行される

こととなった労働安全衛生規則及び電離放射線障害防止規則の一部改

正に伴う獣医療分野への影響について整理されていますので、貴会にお

かれては、関係者への周知方、よろしくお願いいたします。 
 

本件内容の問合せ先 
公益社団法人 日本獣医師会事務局（吉田） 
TEL:03-3475-1601  
Email:yoshida@nichiju.or.jp 
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日本学術会議 公開シンポジウム

One Healthから
SFTS（重症熱性血小板減少症候群）を深掘り

主催：日本学術会議 獣医学分科会 共催：日本学術会議 食の安全分科会/IUMS分科会
後援：公益社団法人日本獣医学会、全国大学獣医学関係代表者協議会

13:30 開会の挨拶 堀 正敏（日本学術会議第二部会員、東京大学・農 教授）
司会 髙井 伸二（日本学術会議連携会員、北里大学 名誉教授）

水谷 哲也（日本学術会議連携会員、東京農工大学・農 教授）
石塚 真由美（日本学術会議連携会員、北海道大学・獣 教授）

１．ダニ媒介感染症 −病原体（ウイルス・細菌・原虫）を運搬するダニ−
13:35「マダニの科学」 中尾 亮（北海道大学・獣 准教授）
13:50「ダニ媒介感染症」 松野 啓太（北海道大学・人獣 准教授）

２．ヒトのSFTSウイルス感染
14:05「日本におけるSFTSの発見とその病態」 鈴木 忠樹（JIHS国立感染症研究所 感染病理部長） 
14:20「SFTSの臨床的特徴と疫学」 西篠 政幸（札幌市保健福祉局 医務・保健衛生担当局長）
14:35「治療薬開発の現状」 谷 英樹（富山県衛生研究所 ウイルス部部長）
14:50「ワクチン開発の現状」 海老原 秀喜（JIHS国立感染症研究所 ウイルス第一部部長）

３．野生動物のSFTSウイルス感染
15:05「野生動物の増加と移動に伴うダニの生息域の拡大」 土井 寛大（森林総合研究所 主任研究員）
15:20「SFTS媒介マダニの生息域は何故拡大するのか？」 高野 愛（山口大学 教授）
15:35「SFTSの抗体調査：忍び寄るウイルスの浸淫度を知る」 前田 健（JIHS国立感染症研究所 獣医科学部長） 
15:50「病原体保有ダニの減少に向けて」 横山 直明（帯広畜産大学 教授）

4. 伴侶動物のSFTSウイルス感染
16:15「ネコの病態はヒトよりも重症」 松鵜 彩（日本大学・生物資源科学部 教授）
16:30「ネコとイヌへの実験感染からわかったこと」 朴ウンシル（JIHS国立感染症研究所獣医科学部 主任研究員） 
16:45「動物病院の対応 応召義務とリスク回避策」 中川 清志（東京都獣医師会 副会長）

５．総合討論
17:00講演者と参加者との質疑応答
座長：岡林 環樹（宮崎大学 教授）/前田 健（JIHS国立感染症研究所 獣医科学部長）

17:30 閉会の挨拶 野田 岳志（日本学術会議第二部会員、京都大学医生物学研究所 教授）

2026

1/16
13:30-17:30

登録はこちらから

日 時：令和８年1月16日（金）13:30～17:30
場 所：オンライン開催

見
え
な
い
脅
威
が
す
ぐ
そ
ば
に

― 

マ
ダ
ニ
感
染
症SFTS 

の
真
実―
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
4 月
5 月
6 月

7 月 1 日（火）

さいたま市
「ワンヘルスの視点からの狂犬病」
大分大学グローカル感染症研究センター　
　西園　晃　先生

（さいたま市　ソニックシティ）

8 月 3 日（日）

西支部
「猫のコロナウイルス感染症の診断から治
療まで」
　北里大学　高野友美　先生

（川越市　ウェスタ川越）

8 月 3 日（日）
東支部

「はじめての椎間板ヘルニア」
　とがさき動物病院　灰井康佑　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

8 月14日（木）
南支部

「犬・猫の呼吸器疾患における吸入療法」
　日本獣医生命科学大学　藤原亜紀　先生

【Zoomにて開催】

9 月 7 日（日） 令和 7 年度　関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）獣医学術関東・東京合同地区学会
（中巨摩郡昭和町　アピオタワー館）

１0月17日

北支部
「黒毛和種の繁殖生理をふまえ
た繁殖管理」
酪農学園大学獣医学群 獣医学
類生産動物内科　准教授　三浦
　亮太朗　先生

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）
１１月
１2月

令和 8 年
1 月16日（金）

農林支部
令和 7 年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（さいたま市　埼玉教育会館）

1 月18日（日）

さいたま市支部 
「一次診療でよく遭遇する急性胃腸炎、膀
胱炎への対応」 
どうぶつの総合病院　専門医療＆救急セン
ター　内科主任　佐藤　雅彦　先生 

（さいたま市　With You さいたま）

2 月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

3 月
4 月21日（火）
　～24日（金）

令和₇年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（東京都　東京国際フォーラム）

令和 7年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和 7年11月20日現在）
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事　務　局　メ　モ

令和 7年

11月14日 全国獣医師会会長会議（東京都港区　明
治記念館）

11月15日 動物感謝デー in JAPAN（東京都台東区上
野恩賜公園）

11月16日 動物愛護フェスティバル（熊谷市　熊谷
スポーツ文化公園）

12月11日 集合狂犬病予防注射実施者講習会（さい
たま市　レイボックホール）

令和 8年

1月11日 南支部新年会（場所未定）

1月16日 埼玉県家畜保健衛生業績発表会（さいた
ま市　埼玉教育会館）

1月18日 埼玉県獣医師会学術講習会　さいたま市
支部担当（さいたま市ホテルブリランテ
武蔵野）

1月18日 さいたま市支部新年会（さいたま市ホテ
ルブリランテ武蔵野）

1月18日 西支部新年会（場所未定）

1月25日 東支部新年会（場所未定）

2月 1日 北支部学術講習会・新年会（深谷市　埼
玉グランドホテル深谷）

2月15日 第₁回関東・東京合同地区理事会（山梨
県笛吹市　石和温泉慶山）

4月21日
～24日

第41回世界獣医師大会（東京都千代田区　
東京国際フォーラム）

4月21日
～24日

令和₇年度日本獣医師会獣医学術学会年
次大会（東京都千代田区　東京国際フォー
ラム）

6月 3日 埼玉県獣医師会第78回通常総会（さいた
ま市　ホテルブリランテ武蔵野）
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編　集　後　記
11月15日（土）上野公園不忍池周辺において公

益社団法人日本獣医師会が主催する「2025動物感

謝デー in  JAPAN（World Veterinary Day）」が開

催されました。

好天に恵まれ、野外ステージでの開会式には

片山さつき財務大臣、鈴木憲和農水大臣をはじ

めとするご来賓の方々のご臨席を賜り、賛同企

業、関係者の皆様とともに、多くの来場者をお

迎えすることができました。

動物感謝デーの前日に行われた全国獣医師会

会長会議では、マイクロチップや世界獣医師大

会、日本獣医師会雑誌の電子化など様々な議題

が協議され、本会の中村滋会長が全国の地方会

の声を届けるべく将来に向けての発言をされて

おりました。

公益社団法人日本獣医師会藏内勇夫会長が提

唱するワンヘルスの概念は、年を経るごとに広

く理解が深まりつつあります。藏内会長が世界

獣医師会の会長になられることもあり、来年４

月21日～24日に東京国際フォーラムで開催され

る第41回世界獣医師大会では「ワンヘルスで世界

の獣医療が示す未来」をテーマに様々な発表や講

演があると思います。

以前より耳にしていた話ですが、「高齢者は

ペット飼育者のほうが認知症になりにくい」、「犬

の飼育者は、飼育していない人よりも医療費が

安く済んでいる」などは最近の複数の研究結果

により、かなり正確な数字が出ているようです。

このことは獣医師が飼育動物を通して人の健

康に大きく関わっていることの証左ではないで

しょうか。

また、福岡県議会議長でもある藏内会長が今

年の５月に全国都道府県議会議長会の会長とな

られたことから、ワンヘルス条例を制定した福

岡県での先行事例をもとに、ワンヘルスの取り

組みを全国に広げていく良い機会であるととも

に、日本獣医師会で進める公務員獣医師の処遇

改善にも明るい兆しが見えてまいりました。

さて、先日のニュース記事によりますと、厚

生労働省は狂犬病予防法施行規則を改正し、従

来４月～６月とされていた狂犬病ワクチンの接

種期間を通年接種可能とする方針で、来年４月

に公布、再来年４月に施行される見通しです。

これにより将来、狂犬病ワクチン接種は病院

注射がさらに増加し、集合注射の在り方が変わっ

て来ることになるかも知れません。全国の地方

会は狂犬病予防集合注射に頼った会の運営を改

めて問い直すことになりそうです。

埼玉県獣医師会としては他に先駆けて会報の

電子化に取り組んでおり、中村会長の指示のも

と、今後益々経費を削減しつつ会員数増加に取

り組む所存です。

いずれにしましても動物の感染症や動物の病

気は人の健康と密接にかかわっております。私

たちの診察対象は動物ですが、その先に人がい

るということをワンヘルスの概念のもと、あら

ためて見つめ直し、会員の皆様にはお忙しい中

とは思いますが、東京国際フォーラムで開催さ

れる来年の世界獣医師大会にはぜひご参加いた

だきたいと思います。獣医師会の存立意義や進

むべき方向性が見えてくるのではないかと思い

ます。

� （燕雀）
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Ⓡ登録商標　2025

動物用医薬品　要指示　指定
犬糸状虫の寄生予防　ノミ及びマダニの駆除
回虫（犬回虫、犬小回虫）、鉤虫（犬鉤虫）及び鞭虫（犬鞭虫）の駆除

動物用医薬品　要指示
ノミ、マダニ及びミミヒゼンダニの駆除　回虫（猫回虫、犬小回虫）、鉤虫（猫鉤虫）
及び条虫（瓜実条虫、猫条虫、多包条虫）の駆除　犬糸状虫の寄生予防

製品に関しては、担当営業員までお気軽にお問い合わせください。

大切なキミに、とびきりのケアを。

犬も猫も!オールインワンの寄生虫対策なら＊

シリーズ

＊フィラリア症予防、ノミ・マダニ対策、消化管内寄生虫駆除を1剤で対応 
消化管内寄生虫については、効能または効果をご参照ください。

2025_獣医療関係者向け広告データ_A4（210x297mm）

広告
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